
 

 

 

 

 

全国からの署名 52,429 筆 
内閣府に提出 

防衛省･環境省･経済産業省と引き続き論議続けることに 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺野古埋め立て土砂搬出反対ニュース 
北九州連絡協議会≪2015 年 10 月 17 日・No29≫ 

連絡先…森下宏人 090-9495-3902 八記久美子 080-1730-8895 

 

 

辺野古には、米軍基地よりジュゴンの｢保護区｣を 

■精力的に行動 
10 月 15 日(木)、辺野古土砂搬出反対全国連

絡協議会は、全国から集まった署名 52,429 筆

(北九州からは 12,158 筆)を、内閣府に提出し

ました。 

 当日参加をしたのは、北九州・奄美・五島・小

豆島などの搬出予定地をはじめとする、10 団体

23 名。 

 この日は、①防衛省への要請、②環境・経産

省への要請、③記者会見、④内閣府での署名提

出、そして、前日からの、衆参の議員室を回っ

ての要請行動が、精力的に行われました。 
 

■貴重な１歩に 
中谷防衛大臣には、基地建設の埋め立て用の

土砂の採取・購入計画の中止を求める要請を、

丸川環境大臣には、採取・購入に関する要請を、

そして、林経産大臣には、業者のための法律と

なっている現在の｢採石法｣に関する公開質問

状を提出しました。 

 いずれも1時間にも満たない時間で、論議が深

まることにはなりませんでしたが、どの省とも、話

し合いを続けていくことが確認されました。 
 

■自然は縫い目のない織物 
いずれの行動でも、全国連絡協議会は、「論

争が続いている最中に、工事が進んでいくとい

うのは、あり得ない話」「埋め立てをすると言

うことは、その場がなくなると言うこと。自然

は縫い目のない織物。どこか 1ヶ所傷つくと、

予想もつかない別のところに傷が出来る。」な

ど、活発な発言を行いました。慌ただしいけれ

ど、中身の濃い行動となりました。 

防衛省の担当者に要求書を提出 

北九州連絡協議会から八記事務局長が参加しました 

環境省と産業経産省の担当者に要望書を提出 

内閣府に全国からの署名を提出 



 
辺野古への土砂搬出反対 
全国協が署名提出 

 

【東京】名護市辺野古の新基地建設で、沿

岸部の埋め立て用土砂採取地域の１３市民

団体でつくる「辺野古埋め立て土砂搬出反

対全国連絡協議会」は１５日、土砂採取計

画の撤回を求める５万２４２９人の署名を

安倍晋三首相宛てに提出した。  

 大津幸夫共同代表は、「辺野古反対運動

を全国に広げる大きな種をまくことができ

た。安倍政権は辺野古以外に道はないとい

うが、強行すれば火はさらに大きくなり政

権を追い込むだろう」と述べ、計画阻止に

意欲を示した。  

 これに先立ち、協議会は防衛、環境、経

済産業の各省担当者との政府交渉を実施。

市民らは海の生態系を守るために辺野古沿

岸を早期に海洋保護区として選定すべきだ

と訴えたが、環境省は明確な返答はしなか

ったという。また、メンバーは環境影響評

価（アセスメント）後に新種が発見された

場合、アセスのやり直しを規定していない

現行法を問題視。環境省へ法改正を含め再

検討を求めた。  

 阿部悦子共同代表は、「私たちは古里の

環境を壊させない立場で運動してきた。沖

縄の置かれた不条理と我々の不条理を重ね

合わせ、計画の撤回に向け運動を続けたい」

と力を込めた。 

土砂採取に反対する全国からの署名を内閣府へ提出
する大津幸夫共同代表（右から２人目）＝１５日、東
京・内閣府 

東京新聞(2015 年 10 月 16 日)          しんぶん赤旗(2015 年 10 月 16 日) 

http://www.okinawatimes.co.jp/photo_detail/?id=137287&pid=1022545

